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【公報種別】特許法第１７条の２の規定による補正の掲載
【部門区分】第７部門第３区分
【発行日】平成28年4月14日(2016.4.14)

【公表番号】特表2015-513257(P2015-513257A)
【公表日】平成27年4月30日(2015.4.30)
【年通号数】公開・登録公報2015-029
【出願番号】特願2014-558685(P2014-558685)
【国際特許分類】
   Ｈ０４Ｊ  99/00     (2009.01)
   Ｈ０４Ｂ   7/04     (2006.01)
   Ｈ０４Ｗ  16/28     (2009.01)
   Ｈ０４Ｗ  24/10     (2009.01)
【ＦＩ】
   Ｈ０４Ｊ   15/00     　　　　
   Ｈ０４Ｂ    7/04     　　　　
   Ｈ０４Ｗ   16/28     １３０　
   Ｈ０４Ｗ   24/10     　　　　

【手続補正書】
【提出日】平成28年2月25日(2016.2.25)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　無線通信システムおいて基地局のＭＩＭＯ伝送方法であって、
　少なくとも１つの端末（ＵＥ）に対する統計的チャネル情報を得る段階と、
　前記統計的チャネル情報に基づいて前記少なくとも１つの端末を少なくとも１つのグル
ープ（ｇｒｏｕｐ）に分類する段階と、
　分割された各グループに対するグループビームフォーミング行列を決定する段階と、
　前記グループビームフォーミング行列に基づいたグループビームフォーミング伝送を前
記グループに属する端末にグループごとに実行し、瞬時チャネル情報を得る段階と、
　前記瞬時チャネル情報に基づいて前記端末をスケジューリングし、前記スケジューリン
グに基づいて前記端末にデータを伝送する段階と、を含むことを特徴とするＭＩＭＯ伝送
方法。
【請求項２】
　前記統計的チャネル情報を得る段階は、
　前記少なくとも１つの端末にＣＳＩ（Ｃｈａｎｎｅｌ　Ｓｔａｔｅ　Ｉｎｆｏｒｍａｔ
ｉｏｎ）－ＲＳ（Ｒｅｆｅｒｅｎｃｅ　Ｓｉｇｎａｌ）を伝送する段階と、
　前記少なくとも１つの端末から前記ＣＳＩ－ＲＳに基づいて測定された統計的チャネル
情報をフィードバックする段階と、を含むことを特徴とする請求項１に記載のＭＩＭＯ伝
送方法。
【請求項３】
　前記統計的チャネル情報を得る段階は、
　前記少なくとも１つの端末から受信されたＳＲＳ（Ｓｏｕｎｄｉｎｇ　Ｒｅｆｅｒｅｎ
ｃｅ　Ｓｉｇｎａｌ）に基づいて前記統計的チャネル情報を測定することを特徴とする請
求項１に記載のＭＩＭＯ伝送方法。
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【請求項４】
　前記統計的チャネル情報は、送信相関行列（ｔｒａｎｓｍｉｔ　ｃｏｒｒｅｌａｔｉｏ
ｎ　ｍａｔｒｉｘ）、送信相関行列の固有値（ｅｉｇｅｎｖａｌｕｅ）、送信相関行列の
固有ベクトル（ｅｉｇｅｎｖｅｃｔｏｒ）、ＡＳ（Ａｎｇｌｅ　Ｓｐｒｅａｄ）、ＡＯＤ
（Ａｎｇｌｅｏｆ　Ｄｅｐａｒｔｕｒｅ）、及び統計的チャネル情報を意味する固定型コ
ードブックから選択された少なくとも１つの長周期ＰＭＩ（Ｐｒｅｃｏｄｉｎｇ　Ｍａｔ
ｒｉｘ　Ｉｎｄｉｃａｔｏｒ）のうちの少なくとも１つを含むことを特徴とする請求項１
に記載のＭＩＭＯ伝送方法。
【請求項５】
　前記少なくとも１つの端末を分類する段階は、
　前記送信相関行列が互いに類似する端末を１つのグループに分類することを特徴とする
請求項４に記載のＭＩＭＯ伝送方法。
【請求項６】
　前記少なくとも１つの端末を分類する段階は、
　前記送信相関行列の有効固有ベクトルが互いに類似する端末を１つのグループに分類す
ることを特徴とする請求項５に記載のＭＩＭＯ伝送方法。
【請求項７】
　前記グループビームフォーミング行列を決定する段階は、
　前記統計的チャネル情報及びワンリング（ｏｎｅ－ｒｉｎｇ）チャネルモデルに基づい
てグループごとのグループビームフォーミング行列が互いに類似直交するように前記グル
ープビームフォーミング行列を決定することを特徴とする請求項１に記載のＭＩＭＯ伝送
方法。
【請求項８】
　前記グループビームフォーミング行列が互いに類似直交するようにブロック対角化（ｂ
ｌｏｃｋ　ｄｉａｇｏｎａｌｉｚａｔｉｏｎ）を介して前記グループビームフォーミング
行列を決定することを特徴とする請求項７に記載のＭＩＭＯ伝送方法。
【請求項９】
　前記瞬時チャネル情報を得る段階は、
　前記端末に前記グループごとのビームフォーミング行列が適用されたＣＳＩ－ＲＳまた
は前記グループごとのビームフォーミング行列が適用されないＣＳＩ－ＲＳを伝送する段
階と、
　前記端末から前記グループごとのビームフォーミング行列が適用されたＣＳＩ－ＲＳま
たは前記グループごとのビームフォーミング行列が適用されないＣＳＩ－ＲＳに基づいて
測定された瞬時チャネル情報のフィードバックを受信する段階と、を含むことを特徴とす
る請求項１に記載のＭＩＭＯ伝送方法。
【請求項１０】
　前記瞬時チャネル情報を得る段階は、
　前記端末から受信されたＳＲＳ（Ｓｏｕｎｄｉｎｇ　Ｒｅｆｅｒｅｎｃｅ　Ｓｉｇｎａ
ｌ）に基づいて前記瞬時チャネル情報を測定することを特徴とする請求項１に記載のＭＩ
ＭＯ伝送方法。
【請求項１１】
　前記瞬時チャネル情報は、送信相関行列の支配的な固有ベクトル行列に関する情報、適
応型コードブックインデックス、固定型コードブックインデックス、ＳＵ－ＣＱＩ（Ｓｉ
ｎｇｌｅ　Ｕｓｅｒ　ＣＱＩ）、及びＭＵ－ＣＱＩ（Ｍｕｌｔｉ　Ｕｓｅｒ　ＣＱＩ）の
うちの少なくとも１つ、グループ干渉測定情報、ＲＩ（Ｒａｎｋ　Ｉｎｆｏｒｍａｔｉｏ
ｎ）のうちの少なくとも１つを含むことを特徴とする請求項１に記載のＭＩＭＯ伝送方法
。
【請求項１２】
　前記基地局がＳＵ－ＭＩＭＯ（Ｓｉｎｇｌｅ　Ｕｓｅｒ　ＭＩＭＯ）モードまたはＭＵ
－ＭＩＭＯ（Ｍｕｌｔｉ　Ｕｓｅｒ　ＭＩＭＯ）モードへの動作可否を前記端末に知らせ
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る段階をさらに含み、
　前記基地局と端末がＳＵ－ＭＩＭＯモードで動作する場合に前記チャネル情報は前記Ｓ
Ｕ－ＣＱＩを含み、前記基地局と端末がＭＵ－ＭＩＭＯモードで動作する場合に前記チャ
ネル情報は端末ごとに１つ以上の前記ＭＵ－ＣＱＩを含むことを特徴とする請求項１１に
記載のＭＩＭＯ伝送方法。
【請求項１３】
　前記瞬時チャネル情報に基づいて端末をスケジューリングする段階は、
　前記基地局が各グループに属する端末を前記グループごとに独立的にスケジューリング
することを特徴とする請求項１に記載のＭＩＭＯ伝送方法。
【請求項１４】
　無線通信システムにおいて端末のＭＩＭＯ受信方法であって、
　前記端末を含むグループに対するグループビームフォーミング行列が適用された信号を
受信する段階と、
　前記グループビームフォーミング行列が適用されたレファレンス信号または前記グルー
プビームフォーミング行列が適用されないレファレンス信号を用いて瞬時チャネル情報を
生成する段階と、
　前記瞬時チャネル情報を基地局にフィードバックする段階と、を含むことを特徴とする
ＭＩＭＯ受信方法。
【請求項１５】
　前記端末が前記基地局から受信したＣＳＩ（Ｃｈａｎｎｅｌ　Ｓｔａｔｅ　Ｉｎｆｏｒ
ｍａｔｉｏｎ）－ＲＳ（Ｒｅｆｅｒｅｎｃｅ　Ｓｉｇｎａｌ）に基づいて測定された統計
的チャネル情報を前記基地局にフィードバックする段階をさらに含み、
　前記グループビームフォーミング行列は、前記統計的チャネル情報を用いて決定される
ことを特徴とする請求項１４に記載のＭＩＭＯ受信方法。
【請求項１６】
　前記グループビームフォーミング行列は、前記端末が伝送したＳＲＳ（Ｓｏｕｎｄｉｎ
ｇ　Ｒｅｆｅｒｅｎｃｅ　Ｓｉｇｎａｌ）に基づいて決定されることを特徴とする請求項
１４に記載のＭＩＭＯ受信方法。
【請求項１７】
　前記瞬時チャネル情報は、送信相関行列の支配的な固有ベクトル行列に関する情報、適
応型コードブックインデックス、固定型コードブックインデックス、ＳＵ－ＣＱＩ（Ｓｉ
ｎｇｌｅ　Ｕｓｅｒ　ＣＱＩ）、及びＭＵ－ＣＱＩ（Ｍｕｌｔｉ　Ｕｓｅｒ　ＣＱＩ）の
うちの少なくとも１つ、グループ干渉測定、ＲＩ（Ｒａｎｋ　Ｉｎｆｏｒｍａｔｉｏｎ）
のうちの少なくとも１つを含むことを特徴とする請求項１４に記載のＭＩＭＯ受信方法。
【請求項１８】
　前記基地局がＳＵ－ＭＩＭＯ（Ｓｉｎｇｌｅ　Ｕｓｅｒ　ＭＩＭＯ）モードまたはＭＵ
－ＭＩＭＯ（Ｍｕｌｔｉ　Ｕｓｅｒ　ＭＩＭＯ）モードへの動作可否を前記端末に知らせ
る段階をさらに含み、
　前記基地局と端末がＳＵ－ＭＩＭＯモードで動作する場合に前記瞬時チャネル情報は前
記ＳＵ－ＣＱＩを含み、前記基地局と端末がＭＵ－ＭＩＭＯモードで動作する場合に前記
瞬時チャネル情報は端末ごとに１つ以上の前記ＭＵ－ＣＱＩを含むことを特徴とする請求
項１７に記載のＭＩＭＯ受信方法。
【請求項１９】
　前記統計的チャネル情報に基づいた送信相関行列は、互いに類似する端末が１つのグル
ープに分類されたことを特徴とする請求項１５に記載のＭＩＭＯ受信方法。
【請求項２０】
　前記送信相関行列の有効固有ベクトルは、互いに類似する端末が１つのグループに分類
されることを特徴とする請求項１９に記載のＭＩＭＯ受信方法。
【請求項２１】
　無線通信システムにおける端末（ＵＥ）の動作方法であって、前記動作方法は、
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　アンテナ数と、基地局からの用いられているビームとの情報とを受信する段階と、
　前記情報に基づいて、コードブックを生成する段階と、
　前記基地局からのレファレンスシグナル（ＲＳ）を受信する段階と、
　前記コードブックを用いることにより、前記レファレンスシグナル（ＲＳ）に基づいて
チャネル状態情報（ＣＳＩ）を計算する段階と、
　前記基地局に前記チャネル状態情報（ＣＳＩ）を報告する段階と、
　を備えることを特徴とする動作方法。
【請求項２２】
　前記コードブックは、２つ以上のビームフォーミングベクトルのKronecker乗を用いる
ことにより、生成されることを特徴とする請求項２１に記載の動作方法。
【請求項２３】
　前記コードブックは、以下の式
【数１】

に基づいて生成されることを特徴とする請求項２１に記載の動作方法。
【請求項２４】
　前記チャネル状態情報（ＣＳＩ）は、プリコーディング行列インジケータ（ｐｒｅｃｏ
ｄｉｎｇ　ｍａｔｒｉｘ　ｉｎｄｉｃａｔｏｒ：ＰＭＩ）、チャネル品質インジケータ（
ｃｈａｎｎｅｌ　ｑｕａｌｉｔｙ　ｉｎｄｉｃａｔｏｒ：ＣＱＩ）及びランクインジケー
タ（ｒａｎｋ　ｉｎｄｉｃａｔｏｒ：ＲＩ）のうちの少なくともいずれか一つを含むこと
を特徴とする請求項２１に記載の動作方法。
【請求項２５】
　無線通信システムにおける端末（ＵＥ）の動作方法であって、前記動作方法は、
　基地局からの複数のビームフォームドチャネル状態情報－レファレンスシグナル（ｂｅ
ａｍｆｏｒｍｅｄ　ｃｈａｎｎｅｌ　ｓｔａｔｅ　ｉｎｆｏｒｍａｔｉｏｎ－ｒｅｆｅｒ
ｅｎｃｅｓ　ｓｉｇｎａｌｓ：ＣＳＩ－ＲＳｓ）を受信する段階と、
　前記複数のビームフォームドチャネル状態情報－レファレンスシグナル（ＣＳＩ－ＲＳ
ｓ）のうち、一つ以上のビームフォームドチャネル状態情報－レファレンスシグナル（Ｃ
ＳＩ－ＲＳ）に対応する一つ以上のビームインデックスを選択する段階と、
　前記基地局に、選択された前記ビームインデックスを送信する段階と、
　を備えることを特徴とする動作方法。
【請求項２６】
　選択された前記ビームインデックスに対応する一つ以上のビームフォームドチャネル状
態情報－レファレンスシグナル（ＣＳＩ－ＲＳ）に基づいてチャネル状態情報（ＣＳＩ）
を計算する段階と、
　前記基地局に、前記チャネル状態情報（ＣＳＩ）を報告することを特徴とする請求項２
５に記載の動作方法。
【請求項２７】
　前記チャネル状態情報（ＣＳＩ）は、プリコーディング行列インジケータ（ｐｒｅｃｏ
ｄｉｎｇ　ｍａｔｒｉｘ　ｉｎｄｉｃａｔｏｒ：ＰＭＩ）、チャネル品質インジケータ（
ｃｈａｎｎｅｌ　ｑｕａｌｉｔｙ　ｉｎｄｉｃａｔｏｒ：ＣＱＩ）及びランクインジケー
タ（ｒａｎｋ　ｉｎｄｉｃａｔｏｒ：ＲＩ）のうちの少なくともいずれか一つを含むこと
を特徴とする請求項２６に記載の動作方法。
【請求項２８】
　複数の前記ビームフォームドチャネル状態情報－レファレンスシグナル（ＣＳＩ－ＲＳ
ｓ）のそれぞれは、ビームフォーミング行列に基づいて生成されることを特徴とする請求
項２５に記載の動作方法。
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